
偏

波

中

部

箱

≡

配

静

の
分

類

fI.

本

間

不

二
男

(
嘘
)
袴
越
山
附
妃
(第

1
同
塵
照
)

第
四
の
大
露
出
地
は
東
筑
摩
郡
入
山
蓮
柑
'
曳
山
適
材
及
び
本
郷
村
を
主
だ
す
る
地
域
で
あ
る
｡
此
の
地
域
内
に

満
場
地
層
の
層
位
は
断
面
間
中
に
見
る
通
･cIP
掩

越
山
向
斜
軸
附
近
よ
-
閣
方
に
数
肝
の
露
出
を

追
跡
し
て
待
た
る

殖
典
に
依
れ
ば
中
に
『
頁
岩
層
を
含
む

精
々
緑
色
の
凝
衣
欝
砂
岩
』
(守
屋
暦
)が
終
る
と

),
厨
の

『
磯
岩
が
現
は
れ
夫

れ
よ
り
上
は
曹
ら
-
砂
岩
を
主
ビ
す
る
純
水
成
層
』
(
内
村
暦
下
部
)

示

著
し
-
優
勢
で
あ
る
O
而
し
て
比
の
上
輩
に

於
い
て
蒋
び
敗
暦
の
産
衣
岩
を
混
ず
る
頃

には
段
々

『
砂
嚢
貢
岩
』･
(内
村
暦
上
部
)が
優
勢
ど
な
-
､
最
後
の
産
衣

岩
の
上
端
よ
り
は
薪
然
貢
岩
の
優
勢
を
招
祝
し
て
此
塵
に
別
所
暦
だ
尤
る
.
上
述
の
純
水
成
層
(内
村
暦
下
部
)
砂
岩

昔
の
上
端
に
八
十
来
聴
の
砂
貿
質
岩
が
露
は
れ
る
ビ
再
び
凝
次
岩
の
官
十
光
政
に
及
ぶ
原
潜
が
出
で
此
れ
か
ら
後
は

断
摸
し
て
別
所
層
ま
で
産
衣
岩
が
見
え
る
.
故
に
内
村
静
を
上
下
二
瀞
に
分
け
ん
だ
す
れ
ば
賓
に
比
の
凝
衣
岩
上
端

が
通
常
で
あ
っ
て
内
村
地
方
に
於
け
る
上
下
の
罪
は
次
に
運
べ
る
が
如
-
此
の
附
近
に
胡
皆
す
る
も
の
で
息
る
＼(
第

一
聞
塵
憎
.).断
面
間
に
捕
れ
柁
亮
守
屋
府
及
び
内
村
府
の
厚
さ
は
約
二
千
三
宵
十
四
兆
に
⊥
て
此
の
中
ソ
廃

屋
暦
は

約
五
宵
五
十
米
､
残
り
の
約
千
七
重

ハ
十
四
米
が
内
村
暦
(内
'
上
部
約
七
官
米
､
下
部
約
千
官
六
十
米
)

で
あ
る
0

倍
決
中
郡
節
三
郎
厨
抄
分
数

蒜

]

こ
｣



地

球

第
九
懸

節
瓦
既

望

二
二

此
の
内
村
暦
の
厚
さ
は
恐
ら
-
此
の
地
方
に
於
け
る
鼻
の
僅
さ
に
澱

だ近
い
も
の
で
あ
ら
う
.

故
に
若
し
守
屋
山
附
近
で
見
た
る
も
の
ど
同
葦
度
(
二
千
兼
)
の
堆
積
が
此
の
地
方
の
下
部
に
も
在
る
も
の
,J
侶
定

す
れ
ば
本
地
域
の
内
村
暦
及
び
守
屋
暦
の
厚
さ
は
約
三
千
八
百
米
を
下
ら
な
か
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る
｡
而
し
て
比

の
地
闇
が
火
山
活
動
中
心
に
封
す
る
捷
轍
は
守
屋
山
麓
域
ビ
何
等
興
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
此
慶
で
は
椴
定
の
確
資

性
が
著
し
-
大
で
あ
る
｡

(

e

)

内
村
川
p
武
石
川
油
岸
附
鑑
(第

7
同
塵
照
)

儲
玉
の
露
出
地
は
賓
に
我
々
が
内
村
暦
な
る
名
櫓
を
此
魔
に
提
唱
せ
る
小
堀
郡
兼
内
村
､
酉
内
村
､
武
石
村
,
長
窪

育
町
及
び
長
久
保
新
町
等
を
含
む
大
筒
域
で
あ
っ
て
其
の
暦
序
は
二
個
の
断
面
固
(第
四
図
日
､
n
m)
に
依
っ
て
輿

へ

･J
サ

ら
れ
て
居
る
｡
即
ち
酉
内
村
の
画
聖

芽

-;
峠
中
腹
の
附
近
か
ら
北
東
に
大
明
帥
番
西
濃
に
至
る
約
五
肝
の
露
出
上

に
て
碍
た
る
断
面
で
は

完

内
村
暦
上
部
だ
恩
は
る
る
暦
は
粗
粒
砂
岩
で
始
っ
て
居
る
が
､
其
れ
よ
り
下
に
は
中
舶

質
砂
岩
ー
貫
岩
､
細
粒
砂
岩
が
あ
っ
て
最
下
底
は
在
磐

石
が
出
で
､
此
の
厚
さ
約
百
五
十
米
で
あ
る
｡
内
村
修
上
部

は
砂
岩
通
草

,･J
L
中
に
五
十
米
ば
か
･D
の
菩

石
碑
を
含
む
五
回
五
十
米
の
地
層
の
上
Li
七
十
米
碇
の
凝
奮

毒

が
凍

ゎ
之
れ
よ
り
漸
や
-
砂
質
貢
岩
が
優
勢

ビL･i
つ
て
上
方

へ
三
宵
来
碇
続
き
(各
計
九
宵
二
十
米
)此
臆
で
圧
き
哲

石
に

依
っ
て
切
断
さ
れ
る
｡

此
の
扮
岩
は
見
掛
上
の
厚
さ
は
約
千
七
首
五
十
米
ビ
測
定
さ
れ
花
が
具
貨
の
櫨
は
不
明
で
あ

る
｡
而
し
て
扮
岩
の
上
端
は
帯
び
凍
害

雷

な
っ
て
厚
三

言

米
を
有
し
.
厚
き
貫
岩
層
の
均
現
に
依
っ
て
別
所
暦

に
移
化
し
て
行
-
q
即
ち
此
虜
で
は

完

内
村
厨
上
部
ビ
考

へ
ら
る
る
暦
の
厚
さ
は
扮
岩
を
除
去
し
て
約
千
百
二
十

求
-こ
達
し
で
屠
る
0(
水
洗
牒
郡
に
於
け
-
も
の
は
約
七
打
米
)
然
し
火
成
岩
の
泣
入
が
汗
岩
及
び
足
炎
;1-石
中
に
行
は
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れ
た
る
帥琳
賓
が
あ
る
故
に
表
れ
に
伐
っ
て
内
=村
層
の

]
部
分
が
融
か
さ
れ
た
か
或
は
始
動
さ
れ
て
由利
敬
分
を
失
っ
た

蔑
め
多
少
減
じ
て
屠
る
べ
き
葦
を
も
考

へ
て
撒
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
次
に
酉
内
村
の
内
村
暦
下
部
上
靴
.,J
東
筑
摩

郡
地
方
の
内
村
暦
下
部
上
鼎
だ
が
如
何
に
し
て
対
比
さ
れ
た
か
を

三
ロし
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
党
づ
我
々
は
内
村
暦

下
部
の
火
山
活
動
は
酉
内
相
に
於
い
て
は
明
ら
か
に
両
部
強
飯
覇
に
し
て
､
東
筑
摩
郡
に
入
れ
ば
甚

だし
-
表

へ
る

か
ら
.
所
謂
内
村
暦
下
部
の
最
後
の
火
山
活
鋤
の
堆
積
物
が
此
の
第
五
の
匿
域
L･4
る
小
株
郡
南
都
に
於
い
て
最
も
盛

ん
で
あ
っ
た
革
だ
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
第
二
に
薯
際
我
々
が
五
寓
分
の

1
地
形
同
(
和
田
)
に
狸
入
潰
れ
た
る
此

の
中
間
地
背
の
線
で
の
道
路
法
殆
ぎ
絶
て
の
谷
畝
迫
っ
て
地
暦
の
連
絡
状
況
を
調
査
し
た
結
果
で
は
到
底
酉
内
村
の

最
下
部
凝
次
岩
第
四
聞
H
の
上
端
を

東
筑
摩
郡
内
の
敢
下
部
磯
岩
第
四
閲
-
下
に
凍
る
数
次
岩
上
鼎
に
連
擬
せ
し
む

･る
革
は
不
可
能
で
あ
る
事
を
碓
め
て
屠
る
｡
其
魔
で
凝
友
岩
の
厚
さ
を
等
閑
視
し
て
東
筑
摩
郡
内
に
於
い
て
丁
皮
内

村
暦
上
部
の
中
程
に
位
す
る
厚
軋
音
十
米
飴
の
凝
次
岩
に
閣
内
相
於
け
る
断
面
間
中
の
最
下
部
凝
友
岩
を
封
甚
せ
し

め
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
軍
資
断
而
固
最
下
部
の
凝
次
岩
昔
(第
四
同
日
)
は
地
質
閲
で
概
測
さ
れ
る
通
･g
之
れ
よ
り

下
方
数
百
米
に
し
て
比
の
下
水
成
岩
背
に
辿
る
の
で
あ
る
｡

此
の
内
村
骨
上
部
の
下
層
に
見
え
る
純
水
成
岩
昔
は
小
楳
郡
内
村
衛
の
各
地
域
を
縦
断
し
て
厚
さ
を
減
じ
っ
っ
蕗

に
光
方
に
連
結
す
る
唯

1
の
地
帯
な
る
が
故
に
此
塵
で
は
甚
だ
蛋
要
で
あ
る
｡

小
順
郡
武
石
肘
大
布
施
固
執
よ
り
小
腺
郡
閥
腰
村
鹿
川
人
に
至
る
約
六
粁
の
間
で
作
ら
れ
た
断
面
(窮
四
囲
m
)_で

は
最
下
部
に
細
粒
貿
閃
耗
岩
に
賞
か
る
る
二
､
五
粁
に
互
る
銀
色
凝
衣
岩
の
露
=-=
が
あ
っ
て
此
の
暦
の
一傾
斜
亜
不
明

で
お
る
が
凡
旦

二
十
度
乃
至
四
十
度
で
あ
る
事
は
此
の
止
に
凍
る
純
水
成
岩
の
傾
斜
か
ら
測
定
出
来
る
か
ら
其
の
厚

倍
氾
申
郊
約
三
紀
伊
の
分
朔

二
望

二
三



地
.

.

.
珠

第
九
容

解
式
統

語

川

二
四

さ
は
千
三
百
米
前
後
で
あ
る
｡
此
の
上
に
厚
さ
約
百
米
の
敗
色
紬
粒
質
砂
岩
が
凍
て
既
述
の

一
見
内
村
暦
上
棟
の
下

部
だ
見
え
る
暦
が
始
ま
り
'
之
れ
よ
-
上
部
の
暦
は
内
相
川
北
岸
に
あ
る
外
見
上
の
幅
千
三
官
米
の
玲
岩
を
除
-
時

(
其
の
下
の
幅
三
首
米
の
内
村
暦
基
塊
岩
は
殆
ざ
鼻
の
厚
さ
を
表
す
斜
面
上
に
露
出
守
る
故
二
田
米
を
下
る
轟
な
し
)

別
所
暦
貢
岩
迄
の
厚
さ
は
各
計
千
三
百
五
十
米
に
し
て
下
の
凝
磐

石
の
厚
さ
約
千
三
百
光
を
加

へ
て
内
村
厨
上
下
両

部
の
庶

さ
軒
二
千
六
宵
五
十
米
を
下
る
革
は
な
い
｡

(亜
)太
郎
山
附
近
(第

1
同
塵
照
)

最
後
に
上
田
浦
北
方
附
鑑
に
露
出
す
る
守
屋
暦
及
内
村
暦
に
就
い
て
見
る
に
此
塵
は
火
山
活
動
の
中
心
凄
迄
に
離

れ
同
時
に
督
時
梅
樟
か
ら
も
可
成
･還

っ
た
海
上
に
あ
っ
た
革
が
知
ら
れ
る
U
従
っ
て
地
層
の
封
此
は
今
ま
で
記
載

し
た
地
域

ビ比
較
す
る
事
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
.
殊
に
第
五
の
内
村
簡
閲
域
だ
此
較
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
か

ら
東
筑
摩
郡
地
域
ビ
封
此
す
る
串
に
す
る
｡
但
し
之
れ
三

,
も
金
-

霜

の
臆
測
に
過
ぎ
な
い
輩
は
汲
め

言

上
て

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
我
々
は
内
村
暦
の
上
端
を
凍
害

万
骨
が
金
魚
消
滅
し
て
殆
ど
共
色
貫
岩
の
み
ど
な
rつ
た
所

だ
暇
足
し
た
の
で
あ
る
か
ら
P
小
腺
郡
帥
斜
材
細
川
沿
岸
で
非
常
に
良
好
な
る
露
出
よ
か
程
た
る
断
面
閲

(第
四
間

Ⅳ
)
で
は
上
部
に
あ
る
五
官
米
の
頁
岩
は
別
所
暦
で
あ
っ
て
､
空

の
沸
き
碇
悉

宗

入
山
蓮
村
の
断
面
図
中
に
緬

か
れ
た
み
四
十
米
轟
の
凝
奮

雷
封
此
さ
れ
て
､
内
村
暦
敢
上
部
を
構
成
す
る
都
に
な
る
〕
油
川
沿
岸
に
は
之
れ
よ

き

嘉

二
十
米
華
下
方
に
二
十
米
強
の
珊
著
し
い
砂
岩
昔
が
あ
る
｡
之
れ
は
入
山
蓮
断
桝
の
内
村
暦
上
端
よ
-
七
百

米
倖
下
位
に
あ
る
磯
岩
や
砂
岩
の
多
い
地
帯
に
対
比
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
内
村
暦
上
部
の
基
底
ビ
考

へ
ら
れ
る
0
然

ら
ば
細
川
沿
岸
に
於
い
て
其
れ
よ
-
史
に
四
打
五
十
米
下
位
に
あ
る
棟
岩
の

†
厨
は
賓
ぷ
内
村
暦
の
基
底
を
な
す
も



の
で
あ
っ
て
1
人

:-速
射
の
.内
村
簡
基
底
の
磯
岩
に
相
皆
す
る
-
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
･従
っ
て
之
れ
よ
L
l下
静

の
厚
き
耽
次
岩
層

は
守
屋
衛
に
属
す
る
轟
に
な
-
､
此
の
内
に
爽
ま
る
ゝ
蕃
岩
の
存
在
に
依

っ
て
常
時
此
の
附
近
が

早
-
も
海
岸
に
遠
き
泥
中
ど
な
っ
て
居
っ
た
革
を
憩
政
す
る
に
難
_～
な
い
｡
勿
論
此
の
地
方
に
は
之

れ

よ

り
下
の
地

層
は
全
然
見
潜
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
此
の
下
に
は
果
し
て
守
屋
山
地
方
で
見
た
政
な
砂
岩
や
磯
岩
が
あ
っ
た
か
否

か
は
金
-
不
明
で
あ
る
が
上
野
問
下
仁
田
地
男
に
分
布
す
る
警

東

京
圏
を
想
は
ば
､
本
地
域
に
於
け
る
斯
か
る
岩

朝
の
存
在
は
甚

だ意
味
挽
き
も
の
で
あ
ら
う
｡

此
虞
よ
-
西
南
骨

-
千
曲
川
の
南
岸
な
る
泉
田
村
に
は
貫
岩
､
砂
岩
'
激
暑
も
狂
恋

石
等
よ
り
な
る
丙

村
暦
或
は

守
屋
暦
に
瓶
似
の
地
層
が
あ
る
が
地
質
構
造
は
極
端
に
錯
雑
を
廠
臥
且
つ
地
坪
的
に
孤
立
せ
る
故
に
其
の
簡
便
は
定

め

難

い
｡

以
上
は
野
外
に
硯
察
さ
れ
た
る
革
賓
を
詑
載
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
概
念
滋

得
る
必
要
上
助
骨
を
分
親
し
虜
は
各
静

を
枇
て
封
此
し
て
多
少
の
妖

言

着
け
ん
だ
し
た
の
で
あ
る
が
荷
は
不
取
分
に
し
て
撒
水
の
研
究
に
侠
た
れ
甘
な
ら

ぬ
部
分
が
湛

だ多
い
｡
唯
此
軌
配
車
に
依
っ
て
春
地
方
の
朗
開
御
坂
暦
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
な
諌
者
が
r
知

せ
ら
れ
た
,ll･.
ら
ぼ
筆
者
の
革
だ
満
足
す
る
所

で
あ
る
0

次
に
中
信
層
群
の
上
部
な
る
別
所
暦
に
就

い
て
記
載
す
る
｡
-

×

倍
蛇
中
部
解
三
相
肝
S
廿
獅

×

宗

鑑

二
五



也

節
九
懲

節
五
牡

F
Ert

二
･..(

三

ー

別

所

層

別
桝
樹
は
内
村
肘
を
椎
桃
し
た
毎
が
収
も
拭
-
汎
濫
し
た
時
の
地
轡
で
殆
ど

唯

一
の
岩
石
t..
る
よ
-
剥
相
性
が
発

嬉
し
祁
機
物
を
含
む
北
田
kI
･:7=
よ
-
成
I(
上
部
に
は
玄
能
石
を
度
し
之
れ
壬

,
柿
下
化
に
葺
る
併

(
小
搬
郡
浦
旦

村
越
尺

別
仲
村
常
襲
寺
北
方
'
14;
水
村
殿
♪
)
で
は
歯
鯨
の
化
.<
(
班
撃
博
士
前
川
千
代
松
氏
鑑
定
)
及
粘
豚
(
押

:j',>/

î妻 プ -' Elt/負

場凍石尻馳■卜F.f尻軽 地産i'.'･庚1江坂榊岩･母

ど
も

.

化
す
米
に
珪
す
る
も
の
で
'
此
の
車
の
唯

一
嬰
博
士
紳
保
小
皮
代
鑑
定
)
等
が
額
見
さ
れ
て
居
る
U

又
共
の
保

存
法
し
き
馬
め
鑑
定
不
明
な
る
も
小
魚

(
川
岸
博
と
日
中
茂
砧
氏

の
鑑
定
に
依
れ
ば
歯
の
布
衣
不
明
に
し
て
骨
鰭
は
大
き
も
の
ど
細

き
も
の
の
二
樵
あ
-
､
前
者
は
廿
椎
骨
の
股
末
端
よ
り
尾

蛸

骨
封

柿
的
に
怖
-
'
鱗
は
fHt
抑
鱗
で
あ
る
か
ら
鯛
科
､
触
科
或
は
紙
杵

の
巾
の
何
れ
か
〔節
玉
将
塵
照
〕
で
あ
る
O
･

此
の
大
な
る
も
の
は
瓜

m
村
税
精
の
守
砧
静
(
?
)中
よ
り
額
見
さ
れ
長
さ
三
九
触
で
あ
る

が
多
-
は
之
れ
よ
-
進
に
小
さ
い
｡
節
二
の
紳
骨
の
も
の
に
至
っ

て
は
を
-
鑑
淀
不
能
で
あ
っ
て
多
-
は
十
倣
粍
以
下
で
あ
る
)
の

化
石
は
到
る
桝
に
日
で
'
3
時
に
柁
々
な
る
析
物
の
化
石
が
粂

肘

伐
に
甘
‥っ
て
発
見
さ
れ
る
.
(前
鉱
化
石
衣
塵
照
)

別
仰
即
の
L
1さ
は
前
岡
樹
の
Ⅳ
の
断
面
周
に
も
見
ろ
泊
り
少
-

の
熊
村I
は
輔
き
砂
岩
が
下
部
に
性
に
混
じ
､
又
松
本
､
明
科
方
術



囲 六 歩

暗
殺
巾

部
節

F!I紀

肘

の
分

朔

で
は
本
管
の
基
部
に
亘
っ
て
多
少
之
れ

が
混
す
る
事
で
あ
る
｡
別
所
暦
の
貰
岩

が
最
も
優
勢
だ
な
る
は
中
部
よ

-
上
部

に
於
い
て
で
あ
っ
て
､
此
の
時
期
が
贋

に
新
第
三
紀
海
倭
の
棲
盛
期

だ
瓜
は
れ

る
｡
貫
岩
が
植
物
化
石
を
含
み
又
輝
石

扮
岩
の
接
鯛
礎
贋
を
受
け
て
串
黒
色
ど

な
る
軍
資
は
凝
化
物
を
含
む
事
を
暗
示

す
る
73,の
で
あ
る
が
故
に
比
の
頁
岩
は

源
岸
よ

り
遠
き
沖
に
堆
積
し
た
も
の
ど

は
思
ほ
れ
な
い
｡
然
し
貫
岩
の
厚
き
堆

積
は
同
時
に
物
質
が
急
流
に
よ
っ
て
運

搬
さ
れ
て
堆
積
地
に
到
達
せ
る
革
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ち
別
所
暦
堆
積

常
時
信
濃
中
部
に
接
近
し
て
春
和
せ
る

陸
地
は
可
成
-
旗
き

平
野
を
構
成
し
て

居
っ
た
も
の
ビ
想
像
さ
れ
る
叉
椴
弁
別

lL],=

七

二
七



地

球

餌

九
魯

第

五
牧

三
=八

二
八

朗
暦
雷

石
の

1
部
分
は
濁
鋤
の
沈
積
物
で
あ
る
に
し
て
も
大
部
分
は
海
成
層
で
あ
る
事
は
化
石
の
賦
存
状
態
か
ら
想

像
し
て
殆
ざ
誤
-
が
な
い
｡

叉
砂
岩
の
水
平
的
分
布
状
態
よ
-
判
断
し
て
少
-
ど
も

一
個
の
陸
地
が
今
日
の
飛
躍
山
地
附
鑑
に
存
在
せ
る
罫
は

確
賓
で
あ
っ
て
､
之
れ
は
守
屋
暦
及
び
内
村
暦
中
の
岩
石
の
水
平
分
布
が
班
に
述
べ
た
如
-
亦
石
山
地
.
飛
騨
山
地

の
急
峻
な
る
山
地
の
布
衣
を
幡
示
せ
る
事
賓
だ
貯
合
し
､
守
屋
暦
堆
積
の
始
め
に
潜
っ
て
高
峻
な
る
海
岸
山
脈

(
悲

ら
-
は
今
日
の
朝
鮮
牛
島
日
本
海
鐙
の
如
き
)
ビ
し
て
聾
え
た
飛
聯
'
赤
石
山
地
が
別
朗
暦
堆
積
脅
時
に
は
迄
に
其

の
傾
斜
を
減
じ
海
岸
に
は
可
成
-T
磨
き
平
野
す
ら
形
成
さ
れ
て
居
つ
た
の
秦

あ
る
｡

別
所
暦
の
下
部
が
漸
次
内
村
層
に
移
化
す
る
事
は
既
述
の
通
rjl
で
あ
る
が
.
其
の
上
報
は
屡
々
明
瞭
に
基
底
磯
岩

を
持
つ
青
木
暦
下
部
に
依
っ
て
不
整
各
に
搬
は
れ
､
然
ら
ざ
る
時
も
砂
岩
､
塵
岩
が
殆
ど
突
然
埼
加
し
て
貫
岩
は
極

め
て
劣
勢
に
な
る
｡
別
所
膚
だ
此
の
上
に
凍
る
曹
木
履
ど
の
間
の
走
行
に
は
薯
ん
小
鼻
化
が
潔
い
け
れ
rr"
も
曲
の
岩

相
の
急
激
な
る
樫
化
は
青
木
暦
の
堆
積
物
を
供
給
し
た
陸
地
が
突
然
高
庇
を
増
し
た
軍
に
於
い
て
甚
だ
認
嬰
で
あ
る

之
れ
に
此
す
れ
ば
此
の
地
方
に
基
底
磯
岩
が
生
じ
た
串
は
増
海
が
借
に
隆
起
し
て
塵
じ
た
る
現
象
で
あ
る
か
ら
必
や

し
も
蛋
要
な
出
凍
事
で
は
t･b
い
.
此
の
南
方
(
及
び
西
方
?
)
の
隆
起
は
丁
度
所
謂
御
坂
府
を
貫
い
て
石
英
聞
練
岩
(節

一
閲
塵
照
)
が
迭
大
し
た
時
期
で
あ
る
罫
は
何
れ
稿
を
改
め
て
述

べ
る
革
に
す
る
P
I

因
､
中

信
層

群
臨

語

以
上
述
べ
凍
っ
た
盛
を

一
括
し
て
本
地
方
の
中
信
層
群
の
特
徴
を
列
記
す
れ
ば
大
健
次
の
通
り
で
あ
る
｡



7
､
本
地
方
の
中
信
暦
群
を
堆
積
せ
る
山
地
は
摘
及
び
西
に
あ
っ
た
･0

二
･
此
の
山
地
は
始
め
は
急
斜
面
を
な
し
て
海
岸
に
臨
み
'
洗
水
の
侵
蝕
作
用
に
依
･･芸

第
に
傾
斜
を
減
じ
別
所

圏
堆
積
期
に
は
海
岸
に
滑
へ
る
部
分
は
頗
き
平
野
ど
な
っ
た
｡

≡
,
中
信
暦
群
中
､
上
田
市
北
方
の
太
郎
出
し1
･
1
地
を
除
け
ば
本
暦
は
概
し
て
静
か
な
浅
い
海
の
海
岸
に
近
い
堆
積

で
.あ
る
〇

.

聖

･守
屋
暦
､
内
相
暦
下
部
及
び
内
村
噺
上
部
の
各
上
面

或
吟
金
時
期
畝
通
じ
て
著
し

い
安
打
岩
の
海
底
火
山
活

動
が
あ
っ
た
?

五
p
本
厨
の
厚
さ
は
海
底
火
山
堆
積
物
の
圧
せ
魔
濃
厚
-
I.
砦
吏

小
腺
郡
南
部
の
内
村
層
位
域
の
下
に
守
屋
山
瞳

城
の
守
屋
暦
だ
同
濃
度
の
厚
さ
の
地
層
が
あ
皇

嗣
時
に
別
所
暦
を
五
官
兼
1J
L
七
も
四
千
五
官
米
を
下
る
革

は
克
小
｡
又
火
山
活
動
の
影
響
も
少
-
源
岸
か
ら
遠
Y
障
っ
て
居
た
ゼ
恩
成
れ
る
太

郎山
附
鑑
で
も
千
七
百
二

十
米
よ
も
は
大
で
あ

る
｡

六
､
中
信
鳳
群
堆
積
の
金
時
期
を
通
じ
堆
積
物
の
荷
魔
を
受
け
た
虞
は
之
れ
に
従
っ
て
沈
降
L
t
其
の
最
来
期
迄

.
何
等
海
保
軒
減
じ
た
る
密
接
が
t･6
い
.

七
p
中
信
厨
群
堆
積
の
凹
地
空

の
挽
曲
運
動
叉
は
地
塊
運
動
に
依
っ
て
生
じ
､
摺
曲
運
動
に
依
れ
る
軒
の
で
は

L･5

い
○

A
I

中
信
層
群
堆
積
の
終
末
に
技
が-
運
動
或
は
地
塊
運
動
が
起

り
･
今
日
石
英
開
放
岩
が
分
布
す
る
j
j域
は
陸
化

し
た
｡

信
拙
中
部
節
三
池
肘
S
LJ分
数

畠

九

一
山
九



蛾

-

1兜

節

九
蓉

第
五
離

三
さ

三〇

(
簡
明
は
北
信
層
群
記
我
の
際
に
譲
る
)

以
上
列
託
せ
る
所
を
迫
腰

し
て
最
も
蛮
要
な
-
ビ
瓜
は
る
瓢
は
中
信
層
群
に
堆
積
物
を
供
給
せ
し
醸
地
上
で
は
荷

鷹
の
減
少
に
腰
じ
て
陸
両
が
上
昇
せ
ず
､
海
底
の
み
が
荷
鷹
の
増
加
に
従
っ
て
沈
下
し
っ
っ
あ
っ
た
革
で
.
我
々
は

賓
に
此
虞
に
も

7
の
所
謂
地
向
斜
或
は
之
れ
に
類
似
の
地
背
だ
陸
地
を
造
る
地
政
ビ
が
著
し
-
性
質
を
異
に
す
る
例

を
見
る
の
で
あ
る
.
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